
町の人　口
（40．7月末現在）．

人　口　33，440
男　16，692
女　16，748

世帯数　7，643
前月との比校

人口十103　世相＋

9月3日（－965）
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毎月1回各家庭に配布

九
月
十
五
日
は
「
老
人
の

日
」
で
す
。
つ
づ
い
て
二
十

一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週
間

で
、
各
地
で
い
ろ
い
ろ
行
事

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

長
い
人
生
を
過
ご
し
て
こ

ら
れ
た
ど
老
人
の
顔
は
、
み

な
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
い
も
の

で
す
。
お
孫
さ
ん
た
ち
も
こ

の
日
は
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
ど
考
人
に
渡
し
て
、
．
い

た
わ
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
、
若
い
者
に

は
、
と
社
会
の
第
一
線
で
ど

活
動
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

奉
り
＼
ご
壮
健
で
、
つ
ぎ

の
世
代
の
後
見
役
で
い
て
、

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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企
業
誘
致
で
活
路
を

離
職
者
吸
収
に
も
利
用

◇◇◇◇く＞く＞

日
本
炭
磯
が
、
水
巻
町
と
緑
が
薄
く
な
り
ま
す
。
も
う
、
町
財
政
の
ド
ル
箱
で
あ
っ
た
鉱
産
税
も
、

固
定
資
産
税
も
釆
年
度
か
ら
は
激
減
し
ま
す
。
日
本
旗
硯
の
退
職
者
数
は
八
月
で
、
千
人
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
人
連
の
生
活
は
ど
っ
な
る
の
だ
ろ
っ
か
。
町
は
さ
び
れ
果
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大

き
な
問
題
は
、
町
だ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
解
決
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
二
度
に
わ
た
り
国
か
ら
調
査

団
が
来
町
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
事
者
で
あ
る
町
は
ど
う
考
え
、
ど
っ
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
退
勢
を
立
て
な
お
し
、
町
を
発
展
さ
せ
る
道
は
…
…
。

く＞◇◇◇く＞・く＞

畳のち晴へ

誰
れ
も
が
異
論
の
な
か
っ
た
「
日
庚

あ
っ
て
の
水
巻
町
」
の
メ
イ
ー
ジ
が
、

激
し
く
音
を
立
て
て
く
ず
れ
、
離
職
者

の
方
々
が
、
新
し
い
職
場
を
求
め
て
懸

命
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
先
月
か
ら
、
こ
う
し
た

串
腰
に
対
処
し
て
、
住
民
生
活
の
新
た

な
よ
り
ど
こ
ろ
を
つ
く
る
た
め
、
福
岡

県
・
北
九
州
市
・
日
炭
・
日
炭
労
職
組

・
日
炭
建
設
協
力
会
な
ど
に
呼
び
か
け

、
担
摸
し
て
、
計
画
を
立
て
、
近
く
関

係
各
省
へ
、
こ
の
計
画
の
実
現
を
陳
情

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
実
現
に
も
役
立
つ
よ
う
な
、
し
か

も
白
炭
が
撤
退
し
た
た
め
起
っ
た
産
業

経
済
上
の
空
白
菅
っ
め
、
中
高
命
離
職

者
の
雇
用
対
策
事
業
的
な
性
格
を
も
つ

も
の
で
あ
り
草
す
。

し
か
も
政
府
派
遣
の
円
城
寺
・
石
原

両
日
庚
問
題
相
査
団
の
答
申
の
方
向
と

全
く
一
致
し
、
日
庚
の
資
産
処
分
の
面

で
も
よ
い
影
響
を
与
え
、
会
社
の
柿
少

再
建
に
も
そ
む
か
な
い
も
の
で
す
。

引
き
寄
せ
よ
う

北
九
州
か
ら
好
影
響

水
巻
町
の
繁
栄
に
は
、
何
が
必
要

か
。
抽
者
の
一
致
し
た
意
見
は
、
北
九

州
市
と
の
関
係
で
す
。
と
な
り
に
あ

る
日
本
で
も
有
数
な
工
業
地
帯
の
発
展

の
影
響
を
受
け
な
い
で
い
る
こ
と
は
な

い
。
こ
の
こ
と
は
国
の
礪
査
団
が
、
北

九
州
市
西
部
地
域
開
発
構
想
に
水
巻
町

を
入
れ
て
考
え
よ
、
と
指
摘
し
て
い
る

程
で
す
。

し
か
し
そ
れ
に
は
、
南
北
に
細
長
く

延
び
、
北
九
州
か
ら
遠
賀
平
野
へ
は
、

国
道
三
号
線
と
旧
国
道
が
二
本
約
二
・

三
㌔
し
か
走
っ
て
い
な
い
と
い
う
地
形

的
不
利
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
こ
れ
を

解
消
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
三
の
道

路
と
四
つ
の
団
地
と
呼
ば
れ
る
構
想
で

す
。

1位になったバレーボール対芦屋戦から

水巻町優勝郡体育よ会′

不況感吹きとばす快勝

型
ハ
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
が
、
郡

体
育
協
会
の
主
催
で
、
八
月
二
十
二
日

芦
屋
町
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
は
∵
八
月
の
太
隊
が
照
り
つ
け

じ
り
じ
り
と
灼
け
る
よ
う
に
暑
い
。
そ

の
中
に
郡
内
三
百
五
十
人
の
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
が
参
加
し
て
、
入
場
式
に
つ
づ
き

郡
婦
人
会
の
は
な
や
か
な
マ
ス
ゲ
ー
ム

で
大
会
は
、
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

水
巻
町
代
表
は
、
各
種
目
に
圧
倒
的

な
強
さ
を
見
せ
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
は
、

汗
に
流
し
去
る
よ
う
に
激
し
い
フ
ァ
ィ

ト
で
、
鷺
々
総
合
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し

た
。
水
巻
町
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
陸
上
、
一
般
1
位
、
青
年
3
位
▽
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
一
般
1
位
、
教
風
1
位
▽

バ
レ
ー
、
一
般
男
子
1
位
、
女
子
1

位
、
青
年
2
位
、
▽
庭
球
1
位
▽
卓

球
二
般
1
位
、
青
年
1
位
▽
粟
遭
、

忘
2
位
▽
剣
道
、
這
1
位
、
青
年

2
位
▽
弓
道
、
這
1
位
▽
相
撲
、
一

日
炭
不
況
に
よ
る
沈
滞
感
を
吹
き
出
る
般
2
位
、
青
年
3
位
▽
野
球
、
1
位

○
平
方
㍍
）
の
四
つ
の
団
地
を
造
成
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
業
の
主
な
も
の

を
、
日
本
庚
硯
の
ポ
タ
山
処
規
事
業
と

し
て
、
産
炭
地
振
興
事
業
団
に
行
な
っ

て
も
ら
い
、
離
職
者
の
吸
収
の
方
接
と

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

農
地
報
償
法
決
ま
る

二
万
円
か
ら
百
万
円
を
支
給

南
北
縦
貫
道
路
の
建
設
と

四
つ
　
の
団
地
造
成

▽
現
在
、
帽
十
㍍
に
拡
げ
て
い
羞

遭
水
巻
芦
尾
線
を
、
更
に
東
宙
り
に
二

㍍
拡
げ
て
、
頃
末
地
区
で
旧
国
道
、
国

華
二
号
線
と
立
体
交
差
し
、
閉
山
地
域

の
一
硯
か
ら
甲
間
を
通
っ
て
八
幡
木
尾

瀬
地
点
で
国
華
一
百
号
緑
（
八
幡
鳥
栖

線
）
に
結
び
つ
け
る
延
長
二
十
一
㌔
に

お
よ
ぶ
幅
十
二
㍍
の
南
北
縦
賞
道
路
を

を
つ
く
り
、
沿
線
一
帯
の
開
発
の
呼
び

水
と
す
る
。

▽
そ
の
道
蹄
と
北
九
州
市
西
部
一
帯
に

延
び
て
く
る
贈
蕗
と
を
楷
び
つ
け
、
北

九
州
市
隣
接
の
地
理
的
有
利
性
を
フ
ル

に
活
用
す
る
。

▽
そ
し
て
こ
の
道
路
の
周
辺
一
帯
に
第

一
高
松
団
地
（
面
穣
四
四
〇
、
七
8

平
万
㍍
）
第
二
高
松
団
地
（
面
積
五
六

九
、
二
五
〇
平
方
㍍
）
猪
熊
、
三
ツ
頭

団
地
　
（
面
積
四
五
六
、
八
〇
〇
平
万

㍍
）
水
巻
団
地
（
面
穣
三
三
三
、
七
〇

農
地
報
償
法
、
正
確
に
い
え
ば
、

「
農
地
披
異
収
者
等
に
対
す
る
給
付
金

の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
終
戦
後
、
「
旧
自

作
農
創
設
特
別
惜
置
法
」
に
よ
っ
て
、

農
地
（
田
Ｊ
畑
）
を
一
畝
以
上
買
収
さ

れ
た
人
に
、
一
万
円
か
ら
最
高
百
万
円

ま
で
の
給
付
金
が
、
妃
名
園
価
に
よ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役

場
轟
業
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
、
給
付
金
の
支
給
対
象
者

．
1
枚
寅
収
者
＝
旧
自
作
農
創
投
特
別

情
匿
法
に
よ
り
、
昭
和
二
十
百
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
昭
和
二
十
五
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
農
地
寅
収

さ
れ
た
個
人
お
よ
び
法
人
。

2
遺
族
＝
鴫
和
四
十
年
三
月
三
十
ｌ

一

日
以
前
に
死
亡
し
た
、
被
買
収
者
の

配
偶
者
者
、
子
、
孫
、
父
母
。

3
一
般
承
継
人
＝
昭
和
四
十
年
四
月

一
日
以
後
に
死
亡
し
た
、
被
買
収
者

と
遺
族
の
相
続
人
。

二
、
給
付
金
の
支
給
額

被
輿
収
農
地
面
棟
支
給
金
朝

一
畝
以
上
一
反
未
満
一
率
一
万
円

一
反
を
こ
え
一
町
以
下
　
反
当
り
二

万
円

ｌ
町
を
こ
え
二
町
以
下
反
当
り
一

万
円
＋
土
刀
円

二
町
を
こ
え
三
町
以
下
　
反
当
里
ハ

千
円
十
十
八
万
円

三
町
を
こ
え
る
面
積
　
反
当
り
二
千

円
十
三
十
万
円

畑
は
、
被
寅
収
面
碑
の
六
十
軒
が
、

支
給
の
対
象
と
な
り
苫
す
。

三
、
蹄
求
手
紙
、
昭
和
四
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
柵
葦
町
長

を
経
由
し
て
県
知
事
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
℡
頬
は
役
場
産
業
練

に
そ
ろ
え
て
叡
り
ま
す
。

ご
み
の
収
集
料
金
が

変
り
ま
し
た

清
掃
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
八
月

一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
「
ご
み
」
　
「
燃

え
が
ら
」
な
ど
の
収
集
手
数
料
が
変
り

ま
し
た
。
一
般
家
庭
は
二
級
の
乙
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

種 別 等 級別 区分 手 数 料 遡 ＿

食 物 の

残 廃物

10 ㍑に つ き 9 円

10 ㍑未 満 は 10 11記

と して計 算＿＿

ご　 み

1 級

下ラ ｆ膏 （4 トン積 ）

ッ‾ク 1 ，75 0円

・・Ｊ．ヽ
二輪

車

口につ き

875 日
然 が ら

2 級
甲 月 額 ． 175 円

乙 月 額　　 90 円

寅けんに説明を求める求職者の人びと

就
職
あ
っ
せ
ん
始
ま
る

き
び
し
い
表
情
の
求
職
者

は
軟
弱
に
生
育
し
て
お
り
風
に
よ
る

倒
伏
な
ど
風
害
の
恐
れ
が
十
分
あ
り

ま
す
。
病
嘗
虫
の
被
害
を
っ
け
た
水

桶
は
風
に
謂
く
、
風
害
菅
っ
け
る
と

椚
熱
病
、
枝
硬
い
も
ち
、
白
葉
枯
痛

の
斐
延
が
助
長
さ
れ
る
の
で
充
分
注

意
が
必
要
で
す
。

▼
台
風
時
と
そ
の
事
後
対
策

1
水
稲
の
風

に
よ
る
動
揺

を
防
ぐ
た
め

八
月
八
日
、
二
十
二
日
と
日
炭
離
職

者
に
対
す
る
就
職
斡
せ
ん
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
第
一
回
目
は
、
石
炭
関
係
会

社
十
杜
か
ら
の
求
人
が
あ
り
、
五
名
の

就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
第
二
回
目
は

官
公
庁
政
府
関
係
要
風
の
募
集
雪
現

在
八
十
二
名
が
申
し
込
み
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

斡
せ
ん
会
場
に
集
ま
っ
た
。
住
み
な

れ
た
炭
坑
の
町
を
去
り
、
職
を
変
え
よ

う
と
す
る
人
達
の
表
情
は
き
び
し
く
、

求
人
側
の
税
明
者
に
こ
ま
か
い
質
問
が

つ
ぎ
つ
ぎ
に
と
び
ま
し
た
。
給
料
は
。

退
職
金
は
。
土
地
の
気
候
は
。
住
宅

は
。
そ
の
言
葉
の
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
に

こ
れ
か
ら
の
生
活
が
、
か
か
っ
て
い
ま

す
。
「
二
十
年
も
住
ん
だ
町
を
出
た
く

は
な
い
。
し
か
し
近
所
の
人
も
ど
ん
ど

ん
い
な
く
な
る
し
。
私
も
ど
っ
に
か
し

な
く
て
は
。
」
こ
う
語
る
人
の
膏
薬
に

離
職
者
の
、
そ
し
て
町
の
苦
悩
が
に
じ

み
出
て
い
ま
し
た
。
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前
に
深
水

に
し
て
お
く
こ
と
。

2
台
風
の
過
ぎ
た
後
は
快
晴
と
な
る

場
合
が
多
く
、
暴
風
で
痛
ん
だ
稲
は

水
分
の
素
敵
が
盛
ん
に
な
り
や
す

く
、
水
稲
は
急
激
な
乾
燥
を
受
け
、

急
に
し
お
れ
た
り
枯
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
台
風
後
数
日

間
は
で
き
る
だ
け
満
水
に
す
る
。
ま

た
落
水
期
前
後
の
時
期
に
台
風
が
き

水
稲
は
今
が
大
切

今
年
の
水
稲
は
、
地
域
に
よ
っ
て

牟
豆
罷
、
落
水
期
を
数
日
延
ば
す

こ
と
。

3
冠
水
し
た
場
合
は
、
極
力
排
水
に

つ
と
め
る
こ
と
。

4
倒
伏
し
た
稲
は
、
で
き
る
だ
け
早

目
に
株
を
起
こ
し
、
下
の
方
蟻
位

の
と
こ
ろ
を
締
栗
す
る
こ
と
。

5
台
風
後
は
、
穂
首
い
も
ち
、
枝
硬

い
も
ち
・
自
業
枯
病
の
発
生
が
多
い

発
生
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し

た
が
っ
て
、
出
穂
直
前
と
稽
揃

期
の
二
回
は
必
ず
予
防
撒
布
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
変
色
穂
に
つ
い
て

変
色
穂
を
所
発
す
る
潤
滑
と
し
て

は
、
主
と
し
て
稲
熱
病
、
ど
卓
糞
枯

病
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
薬
剤

は
田
種
痢
寄

台
風
・
病
害
虫
の

折
田

に
有
効
な
水
肌

銅
剣
を
選
択
価

し
て
穂
綿
期

の
で
、
ク
ミ
ス
イ
粉
剤
、
ま
た
は
エ

リ
ツ
ト
銅
水
銀
粉
剤
十
ア
ー
ル
当
り

四
㌔
撒
布
の
こ
と
。

▼
稲
熱
病
対
策
に
つ
い
て

近
年
十
石
、
ホ
ウ
ヨ
ク
な
ど
稲
熱

病
に
対
し
て
抵
抗
性
の
弱
い
品
種
の

栽
培
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
多

肥
栽
培
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
粂
件

下
で
は
集
い
も
ち
・
穂
い
も
ち
病
の

と
乳
熱
期
に
撒
布
す
る
。

ま
た
穂
首
い
も
ち
病
発
生
の
危
険

性
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
出
穂
前
の

防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
で
水
稲
の
風
軍
病
者
虫
に

つ
い
て
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
が
今
後

は
、
病
害
虫
の
早
期
発
見
と
一
日
一

回
～
二
回
の
田
柑
り
の
励
行
を
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
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三
ッ
頭
区
（
小
）
・
古
賀
区
（
中
）
が
優
勝

…
…
＝
第
一
回
町
内
少
年
野
球
大
会
董
＝

水
巻
町
青
少
年
補
導
育
成
連
絡
協
議

会
主
催
で
、
第
一
回
水
巻
町
少
年
野
球

大
会
が
町
内
各
地
区
か
ら
十
九
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
八
月
二
十
日
水
巻
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
。

小
さ
な
名
選
手
連
は
、
炎
天
の
下
に

日
頃
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
空
地
で
き
た
え

た
腕
前
を
存
分
に
発
揮
、
け
ん
命
に
打

ち
、
走
り
、
守
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
覚
え

た
の
か
審
判
に
対
す
る
抗
議
も
な
れ
た

も
の
で
見
物
人
の
笑
い
を
さ
そ
っ
た
。

試
合
は
熱
狂
す
る
父
兄
の
声
え
ん
の

中
で
、
三
ツ
頚
区
（
小
学
校
の
部
）
、

古
賀
区
（
中
学
校
の
部
）
チ
ー
ム
が
、

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
小
さ
な
手
に
其
新

ら
し
い
優
勝
旗
を
し
っ
か
り
と
に
ぎ
っ

た
。

大
会
こ
ぼ
れ
ば
な
し

こ
の
大
会
で
目
立
っ
た
の
が
三
ツ
頚

の
鍋
倉
君
と
、
下
二
町
住
の
鹿
未
君
の

両
投
手
二
天
と
も
、
小
学
生
と
は
思

え
な
い
快
速
球
を
長
身
か
ら
び
し
び
し

決
め
相
手
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

鹿
未
君
の
方
は
味
方
の
エ
ラ
ー
で
あ

え
な
く
敗
退
し
ま
し
た
が
、
鍋
倉
君
は

バ
ッ
ク
も
艮
く
堂
々
の
優
勝
。
「
あ
と

五
年
す
れ
ば
甲
子
園
の
エ
ー
ス
ば
い
」

「
い
や
五
千
万
の
卵
ば
い
」
観
客
席
の

う
る
さ
い
こ
と
。

日
本
中
戸
こ
と
人
こ
と
国
勢
調
査

〔上〕小学の部で優勝した三ツ頭ナイン

〔下〕中学の部優勝戦で柚ノ木8回うら同点に追い
つく一打

【小学校の部】
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10月1日

誹
　
洩
Ｗ

来
る
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ

い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
の
も
っ
と
も
基
本

的
な
統
計
礪
査
で
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん

都
道
府
県
、
市
町
村
ご
と
の
人
口
の
大

き
さ
や
、
男
女
、
年
令
、
職
業
な
ど
の

人
口
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
今
年
の

国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第
一
回
調

査
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
十
回
目
に
あ

た
り
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
、
国
や
都
道
府
県

・
市
町
村
な
ど
が
、
教
育
・
住
宅
・
求

人
求
職
・
環
境
衛
生
・
地
域
開
発
・
交

通
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
対
策
を

た
て
鳥
協
会
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
資
料
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
新

ら
し
く
学
校
を
た
て
た
り
、
職
業
訓
練

や
職
業
紹
介
の
仕
事
を
計
画
す
る
場
合

に
も
、
こ
の
調
査
に
よ
る
正
確
な
統
計

が
必
要
と
な
る
の
で
す
。
今
回
の
国
勢

調
査
で
は
、
全
国
約
二
千
八
百
万
の
世

ヒ

∵

き

田

つ
く
っ
て
よ
い
酒
わ
る
い
酒

健
康
に
よ
い
　
ク
コ
な
ど
は
ど
う
ぞ

「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
つ
く
っ
て
い
け
な
い
な
り
ま
し
た
。
梅
酒
が
よ
い
な
ら
同
じ

こ
と
は
皆
さ
ん
ど
承
知
の
と
お
り
で
す
果
物
だ
か
ら
「
ぶ
ど
っ
酒
も
つ
く
っ
て

。
昭
和
三
十
七
年
に
酒
税
法
が
改
正
き
よ
か
ろ
う
」
と
か
、
桃
も
同
じ
果
物
だ

れ
、
従
来
は
つ
く
っ
て
は
い
け
な
か
っ
か
ら
と
い
っ
た
自
分
勝
手
な
解
釈
で
い

た
梅
酒
等
が
つ
く
っ
て
も
良
い
こ
と
に
ろ
い
ろ
果
実
酒
を
み
な
さ
ん
つ
く
ら
れ

虜
ア
ク

♂
喜

…
…
≡
≡
－
≡
…
…
≡
≡
…
－
≡
≡
1
…
≡
≡
雲
＝
望
…
≡
…
…
…
…
…
≡
≡
≡
…
…
…
…
＝
…
ｌ
…
＝
…
蔓
…
葦
ｌ
…
－
≡
曇
罫
星
ｌ
…
重
≡
ｌ
…
童
＝
窒
≡
≡
≡
＝
≡
亘
＝
芸
憫
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ぶ
ど
っ
も
、
桃

九
月
、
季
節
の
変
り
目
の
月
。
も

う
き
の
う
ま
で
の
や
け
つ
く
よ
う
な

暑
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

新
ら
し
い
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

夏
休
み
で
、
ど
っ
し
て
も
ゆ
る
み
が

ち
だ
っ
た
お
子
さ
ん
の
生
活
を
、
規

則
畢
し
く
い
た
し
ま
し
よ
う
。

若
い
お
嬢
さ
ん
連
は
、
海
で
や
き

ヽ
ヽ

過
ぎ
た
、
は
だ
の
手
入
れ
の
大
変
な

月
、
ま
た
ど
主
人
の
晩
酌
が
、
ビ
ー

ル
よ
り
お
酒
が
お
い
し
く
な
る
月
で

す
。
家
の
中
の
装
い
も
変
え
ま
し
よ

う
。

■
夏
物
の
し
ま
つ

☆
ふ
と
ん
＝
不
用
に
な
っ
た
夏
ぶ
と

ん
類
は
、
い
つ
ま
で
も
押
入
れ
に
い

れ
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く
て
か
び

や
に
お
い
が
つ
い
て
し
ま
し
ま
す
。

ふ
と
ん
皮
を
と
っ
て
、
わ
た
を
一

度
夜
露
に
あ
て
、
秋
晴
れ
の
日
を
え

ら
ん
で
十
分
日
に
当
て
ま
す
。
皮
は

ま
る
洗
い
が
で
き
る
も
の
は
、
か
な

ら
ず
洗
っ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

わ
た
も
四
、
五
年
に
一
度
は
打
ち

直
し
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ご
ろ

は
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
た
合
繊
わ
た
の

ふ
と
ん
が
た
く
さ
ん
出
回
っ
て
お

り
、
丸
洗
い
が
で
書
匂
よ
う
で
す

季
∴
詔
の
・

か
　
わ
　
り
　
め

料
、
こ
れ
も
、
専
門
家
に
た
の
ん
で

洗
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
形
も
く
ず
れ

ま
せ
ん
や

夏
用
の
毛
布
も
つ
い
で
に
洗
っ
て

お
き
ま
し
よ
う
。
た
ら
い
の
中
で
、

踏
み
あ
ら
い
す
れ
ば
、
よ
ど
れ
も
だ

い
た
い
落
ち
る
も
の
で
す
。

☆
せ
ん
風
機
＝
ア
、
、
、
を
は
ず
し
、
ほ

こ
り
を
は
ら
い
、
中
性
洗
剤
で
し
ぼ

っ
た
ふ
き
ん
で
よ
く
よ
ど
れ
を
お
と

し
ま
す
。
か
わ
か
し
て
か
ら
十
分
油

轟
き
主
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
し
め
り
気
の
な
い
と
こ
ろ
へ

し
ま
い
ま
す
。

☆
す
だ
れ
日
ビ
ニ
ー
ル
製
だ
っ
た
ら

石
け
ん
水
で
プ
ラ
ツ
シ
洗
い
、
竹
製

は
ぬ
る
ま
湯
で
ふ
い
て
か
げ
干
し
。

防
虫
剤
や
乾
燥
剤
を
い
れ
て
や
は
り

ビ
ｌ
Ｔ
ル
の
大
き
な
袋
に
い
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

く
ら
し
　
の

■
初
秋
の
つ
け
も
の

お
い
し
い
野
菜
類
が
た
く
さ
ん
出
回

る
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
サ
ラ
ダ
代
わ

り
に
も
な
る
即
席
づ
け
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
即
席
づ
け
で
だ
い
じ
な
こ

と
は
、
材
料
そ
の
も
の
の
味
を
生
か

す
こ
と
で
す
か
ら
、
遠
類
よ
り
二

種
類
ぐ
ら
い
の
材
料
を
使
い
、
塩
も

少
な
目
に
ー
鼓
す
。
こ
か
ぶ
と
ヰ
ヤ

ベ
γ
。
キ
ャ
ベ
ツ
と
し
そ
「
－
山
千

切
り
。
秋
な
す
と
み
ょ
う
が
な
ど
、

好
み
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ

せ
を
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
セ
ロ
リ
ー
や
パ
セ
リ
な
ど
の

西
洋
野
菜
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、
ハ

ム
と
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
を
は
さ
ん

で
つ
け
こ
む
王
Ｉ
も
お
い
し
い
も
の

で
す
。即

席
づ
吋
は
酒
の
さ
か
な
や
前
葉

に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
単
に
味
ば
か

し
　
お
り

り
で
な
く
色
合
い
な
ど
に
も
心
を
く

ぼ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
な
る
べ
く
そ

の
場
で
食
べ
終
わ
る
量
を
考
え
、
多

く
作
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
要
領
の
一

つ
で
し
よ
う
。

■
初
秋
の
健
康

さ
わ
や
か
な
気
候
は
短
気
が
少
な

く
、
体
温
の
発
散
が
よ
く
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
細
胞
の
活
動
も
盛

ん
に
な
る
の
で
、
お
な
か
も
す
い
て

く
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
秋
に
な
る
と
、
－
暴
く

食
べ
す
ぎ
て
胃
腸
を
こ
わ
し
た
り
、

下
痢
を
お
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
害
す
。

こ
れ
は
夏
の
あ
い
だ
に
い
た
め
つ

け
ら
れ
た
内
臓
が
、
ま
だ
十
分
回
復

し
て
な
い
と
こ
ろ
へ
、
急
に
重
労
働

を
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
こ

の
点
十
分
注
意
が
肝
心
で
し
よ
う
。

も
っ
；
の
原
因
は
、
寝
冷
え
か

ら
く
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
お

な
か
を
ひ
や
す
と
、
腸
の
ぜ
ん
ど
っ

が
盛
ん
に
な
っ
て
、
そ
の
た
め
下
痢

を
お
こ
す
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
胃
腸
障
害
や
下
痢
は

単
純
な
も
の
で
す
か
ら
、
一
日
か
二

日
で
回
復
し
ま
す
が
、
お
そ
ろ
し
い

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
入
り

と
い
わ
れ
る
赤
痢
に
つ
な
が
る
こ
と

で
す
。赤

痢
菌
が
、
こ
う
し
て
弱
っ
た
胃

腸
を
ね
ら
っ
て
活
動
す
る
機
会
を
っ

か
が
う
わ
け
で
す
か
ら
、
軽
視
す
る

こ
と
は
禁
物
で
す
。

…
も
お
酒
に
す
る
と
．
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
つ

…
く
る
の
と
同
じ
で
酒
税
法
違
反
と
な
り

刷
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
い
よ
い
よ
果
物
の
由
回

る
時
期
で
す
。
「
つ
く
っ
て
も
よ
い

酒
」
と
い
う
の
は
自
家
用
の
目
的
で
、

帯
を
訪
問
し
て
約
九
千
八
百
万
の
人
口

を
、
も
れ
や
重
複
な
し
に
調
査
い
た
し

ま
す
。
こ
の
た
め
に
用
い
る
綱
査
書
類

は
、
四
ト
ン
穣
み
ト
ラ
ッ
ク
で
約
百
五

十
台
分
に
も
な
る
計
算
で
す
。

各
家
庭
に
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら

調
査
員
が
お
う
か
が
い
し
て
、
抽
査
票

へ
の
記
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
を
完
全
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
ど
理

解
と
ど
協
力
が
せ
ひ
必
要
で
す
。

き
た
る
十
月
言
を
期
し
て
行
な
わ

れ
る
国
勢
摘
査
で
は
、
も
れ
な
く
繍
査

票
に
ど
記
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

一
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1
－
．
．
．
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．
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ｌ
ｔ
ユ
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Ｔ
．
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－
．
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1
1
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．
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－
－
．
1
′

酒
屋
さ
ん
か
ら
寅
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
分

が
二
十
度
以
上
の
お
酒
に
、
．
つ
ぎ
の
十

四
物
品
の
み
を
混
和
す
る
こ
と
に
か
ぎ

ら
れ
て
い
ま
す
。
十
四
物
品
以
外
の
「

ぶ
ど
っ
、
も
も
、
び
わ
」
等
を
お
酒
に

仕
込
ん
だ
り
す
る
と
酒
税
法
違
反
に
な

り
ま
す
。
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
い

し
い
果
実
酒
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
混
和
で
き
る
1
4
物
品
名
】

糎
類
（
砂
糖
、
ぶ
ど
う
糖
を
い
う
）

梅
、
み
か
ん
（
う
ん
し
ゅ
う
み
か

ん
、
き
し
ゅ
▼
つ
み
か
ん
、
な
つ
み
か

ん
に
限
る
）
す
も
も
（
ぼ
た
ん
き
ょ
．

う
を
含
む
）
か
り
ん
、
い
ち
ご
、
に

ん
に
く
、
く
こ
、
く
わ
、
ヰ
ケ
た

び
、
さ
る
な
し
、
と
ち
、
ぐ
み

鳴く坤も

国
家
公
務
員
採
用
中
級

試
験
の
募
集

人
事
院
で
は
九
月
十
日
か
ら
国
家
公

務
員
採
用
中
級
試
験
の
申
込
受
付
を
開

始
し
ま
す
。
こ
の
試
験
は
各
官
庁
に
お

い
て
行
政
事
務
、
ま
た
は
技
術
・
研
究

実
務
に
従
事
す
る
短
大
卒
巣
程
度
の
職

員
の
採
用
試
験
で
す
。

▽
受
験
資
格
　
男
女
を
問
わ
ず
昭
和
十

三
年
四
月
二
日
か
ら
、
昭
和
二
十
一

年
四
月
一
口
ま
で
の
出
生
者
（
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
）
ま
た
は
短
期
大
学

羽
解
っ
て
も
遵
法
と
な
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。最

近
、
空
気
銃
の
無
断
所
持
者
が
非

常
に
多
く
、
今
後
は
警
察
、
県
当
局
、

役
場
、
猟
友
会
に
よ
っ
て
発
見
次
第
補

導
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
違

反
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
む
ざ
ん
な
日

頃
末
小
学
校
の
銀
杏
の
木
が
、
心
な

い
人
に
よ
っ
て
無
ぎ
ん
に
も
切
り
倒
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
銀
杏
の
木
は
、
昭
和
三
十
七
年

の
卒
業
生
が
廃
品
回
収
を
し
て
集
め
た

お
金
で
卒
業
記
念
に
植
樹
し
た
も
の
。

せ
っ
か
く
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

連
の
記
念
を
こ
わ
さ
れ
、
新
学
期
に
元

を
昭
和
四
十
年
三

月
以
降
に
卒
業
し

た
者
、
明
春
卒
業

見
込
み
の
者
（
年

令
は
問
い
ま
せ

ん
）

▽
拭
験
区
分
　
行
政

事
務
、
電
気
通

気
に
出
て
来
た
児

童
を
怒
ら
し
て
い

る
。椙

祉
年
金
額

が
増
額
に
な

り
ま
し
た

こ
ん
ど
国
民
年

金
法
が
改
正
さ
れ

リ
ボ
タ
山
よ
イ
ぉ
ひ
さ
し
ぶ
り

帰
郷
の
盆
お
ど
り
県
外
就
職
者

八
月
土
ハ
臼
の
夕
方
、
水
中
グ
ラ
ウ
将
が
流
れ
た
。
つ
ぎ
に
炭
坑
節
が
、
そ

ン
ド
か
ら
に
ぎ
ゃ
か
な
広
島
地
方
の
民
れ
に
つ
れ
て
身
お
ど
り
〟
の
輪
が
く
る

借
、
機
械
、
土
木
、
建
築
∵
化
学
、

農
業
、
農
業
土
木

▽
申
込
先
　
人
事
院
福
岡
地
方
事
務
所

（
楯
岡
市
前
鶴
二
ノ
五
）

▽
申
込
締
切
・
十
一
月
五
日
（
金
）
．

▽
第
一
次
試
験
．
十
一
月
二
十
八
日
（

日
）
、
教
養
試
験
、
専
門
試
験

許
可
な
く
空
気
銃
な
ど
を

持
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

銃
砲
を
所
持
し
て
い
る
人
は
、
地
元

警
察
署
長
に
届
け
出
て
銃
砲
所
持
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
鳶
。
こ
れ

は
空
気
銃
で
も
同
じ
こ
と
で
す
∵

ま
た
所
持
許
可
を
受
け
た
だ
け
で
は

鳥
猟
を
撃
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
空

気
銃
で
あ
っ
て
も
、
所
持
許
可
と
丙
種

狩
猟
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
ス
ズ
メ
一

年
金
豹
の
引
卜
評
、
所
樽
制
限
の
か
ん

わ
、
支
給
範
囲
の
拡
大
な
ど
つ
ぎ
の
よ

う
に
か
わ
り
ま
し
た
。

○
老
齢
楢
祉
年
金
額
＝
二
「
二
〇
〇

円
が
一
五
、
六
〇
〇
円
に
増
額

○
障
害
碍
祉
年
金
額
＝
二
一
、
六
〇
〇

円
が
二
四
、
0
0
0
円
に
増
額

○
母
子
準
母
子
福
祉
年
金
額
－
－
一
五
、

六
〇
〇
円
か
一
八
、
0
0
0
円
に
増

額
、

○
精
神
薄
弱
者
が
障
害
年
金
の
対
象
に

ま
た
各
福
祉
年
金
の
支
給
要
件
、
加

算
対
象
と
な
る
子
の
廃
矢
の
範
囲
に

含
ま
れ
ま
し
た
。

〇
本
入
所
緒
の
制
限
が
二
十
二
万
円
に

増
輿
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る

支
給
制
限
も
ゆ
る
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
公
的
年
金
と
福
祉
年
金
と
の
併
合
限

度
額
が
十
万
二
千
五
百
円
に
増
額
。

く
る
ま
わ
る
。

こ
れ
は
、
広
島
県
に
億
就
職
し
た

当
町
出
身
者
が
、
お
盆
休
み
に
帰
郷
し

て
家
族
や
友
人
と
か
こ
ん
だ
一
夕
の
楽

し
い
つ
ど
い
。

就
職
先
で
掌
是
．
う
た
．
が
．
お

ど
り
■
か
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ひ
ろ
・
「
き
れ
、

家
族
や
友
人
に
元
気
な
姿
を
見
せ
な
が

ら
い
つ
ま
で
も
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し

密
航
日
日
「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
一
一
〇
番
へ

最
近
密
航
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
次

の
よ
う
な
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

て
、
お
か
し
い
な
？
と
思
わ
れ
た
ら
す

ぐ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
見
な
れ
な
い
船
が
、
山
か
げ
に
止
っ

て
い
た
り
人
を
上
陸
さ
せ
た
り
、
沖

に
運
ん
だ
り
し
て
い
る
と
き
。

○
見
な
れ
な
い
外
国
人
が
、
海
岸
附
近

を
っ
ろ
つ
い
た
り
、
逆
を
尋
ね
た
り

し
た
と
き
。

○
飲
食
店
、
タ
バ
コ
慶
、
・
旅
館
な
ど
の

お
客
で
首
葉
づ
か
い
や
身
な
り
な
ど

が
「
お
か
し
い
な
」
と
思
わ
れ
た
と

き
。

○
朝
早
く
、
あ
る
い
は
夜
お
そ
く
外
国

人
ら
し
い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
だ

り
、
汽
車
、
電
車
、
バ
ス
停
な
ど
に

ひ
そ
ん
で
い
て
服
装
や
態
度
が
「
お

か
し
い
な
」
と
患
わ
れ
た
と
き
。

折
　
尾
　
警
　
察
．
署

故
障
・
柏
原
密
航
監
視
哨
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